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102　　脳Radionuclide　Angiographyの位相解析に

よるモPモヤ病患者の脳血流動態の検討

　　中沢圭治，石井勝己，堀池重治，高松俊道，

　　小松継雄，依田一重，松林　隆（北里大・放）

　　坂井文彦（同・内），遠藤昌孝（同・脳外）

103　　　虚血性脳血管障害症例における側副血行路

の検討一SPECTとDSAを用いて一一
　谷崎義生、加藤茂樹（鹿教湯　脳外）、福井俊哉

　　（鹿教湯　神内）、春日敏夫、酒井康子（信大

　放）

　モヤモヤ病を有する患者の脳血流動態を観察する方

法として、脳Radionuclide　Angiographyを位相解析

し、脳血流動態を位相分布のかたちで観察したので報

告する。

　使用した装置はシンチカメラ（GE社製Maxi　40

0－「〉とミニコンピュータ（Informatek社製Simis

3型〉であり、使用RIは99mTc－RBCまたは
99mTc－HSA20mCiである。データは、患者の頭
部前面に検出器を置き、肘静脈よりRIをbolus注入

し、RIのbolusが頭部に出現した時より90秒間、
1秒間隔のframe　modeでコンピュータに収集する。

データ処理は、RIのbolusが脳を1回循環する期間

のデータを空間および時間平滑化したのち、位相解析

を行い、位相画像および振幅画像を作成した。次ぎに

位相画像をシネ表示し、脳血流動態を観察した。

　モヤモヤ病を有つる患者のデー一タを上記の方法で解

析したところ、虚血部の位相が遅れて観察された。

またSPECTによる脳血液量測定結果との比較も
試みた。

　虚血性脳血管障害では、側副血行路の多寡により虚

血巣の範囲と程度が規定される。我々は、昨年の本学

会でSPECTによるdelayed　scanとDSAの定性的観察によ

る結果を報告した。今回は、CBF像、　acetazolamide静

注法およびDSAの時間一濃度曲線の解析を用いて中大

脳動脈支配領域における側副血行路の検討を行ったの

で報告する。

　対象は、一側内頭動脈閉塞30例、一側中大脳動脈閉

塞30例である。Acetazolamideは20mg／kgを使用した。

DSAにおける関心領域は、正面像で中大脳動脈領域に

設定した。1．CBF像とacetaz。lamide静注法を併用す

ることにより前大脳動脈、後大脳動脈からの側副血行

路の程度の評価が可能であった。2．DSAの時間一濃

度曲線の解析では、平均通過時間が最も側副血行路発

達の程度と相関していた。定性的評価よりも側副血行

路発達の程度の判定が容易であった。3．SPECTとDSA

と組み合せる事により側副血行路の定量的評価が可能

であった。

104

の意義

虚血性脳血管障害における脳RNアンギオ

仙田宏平、中条正雄、岡江俊治（国立名古屋　放）

　脳RNアンギオを行った虚血性脳血管障害患老につ

き、その画像および時間放射能曲線所見をX線CTお

よび脳血管造影所見と比較検討し、RNアンギオによ

る診断並びに治療効果判定の意義を評価した。

　対象は脳梗塞49例を含む計84症例107検査であった。

脳RNアンギオは、　Tc－99■－DTPA　4ロci／Kgとガンマカ

メラGE　Maxi－Ca■era　A／Tを用い脳シンチを追加して施

行し、連続画像と時間放射能曲線を作成した。
　　　　　、
　連続画像から大脳半球または一部血管領域のnisery

perfusion（MP）が58例に認められ、その内39例では続

いてMP領域IZ　collateral　perfusion（CP）が見られた。

X線CTはMPの有った15例とMPおよびCPの右っ
た71例で低または高吸収域を示さなかった。前大脳血

管領域またはその■atershed　zoneの淡いMPとCPを

検索する上に、時間放射能曲線のピーク高の低下、片

側ピーク時間の遅れ並びに片側下降脚勾配の鈍化を観

察することが右益であった．Luxury　perfusionはX線

CTで低吸収域、脳シンチで陽性像が有った819例に

認められた。内頸動脈のocclusive　changeの右無は他

所見と同様に脳血管造影所見と良く一致した。

　これら所見は治療効果の判定にも右用であった。

105　老年痴呆患者におけるN－isoPr。pyl－（1－123）

p－iodoa■phetanineを用いたSP［CTによる局所脳血流

の評価

　伸　昭憲　宇都宮啓太　石丸徹郎　末古公三

　前田裕子　河合武司　　赤木弘昭　　（大阪医大・放）

　近年人ロの高齢化に伴い、老年性痴呆の頻度は増加

しつつあるが、その病態については、依然不明な点も

多い。そこでわれわれは、健常者6人、アルツハイマ

ー 型老年痴呆12人、多発梗塞型老年痴呆6人に対し

てN－isopropyl－（1－123）p－iodoa叩hetamine（IHP）を用

いて、sinOle　photon　e■ission　tomographyを施行し

て比較検討した。

　IHP3■ciを静注後30分より撮像を開始して、sP［cT

像を得た。次にOH◆4cm　plane、　OH＋6cn　planeにてRols

を各領域毎に設定し、全脳に対する比を算出して、疾

患毎に正常者との間で統計学的処理を行なった。

　アルツハイマー型老年痴呆では、右側のinferior

frontal　regionとsuPerior　frontal　regionで正常者

に比し有意に低下していたが、多発梗塞型老年痴呆で

は、有意な低下は認められなかった。

　アルツハイマー型老年痴呆の病態について何らかの

示唆を与えるものと思われるが、経年性の変化を考慮

して更に症例を重ねて検討していく予定である。
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